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旭川医科大学（以下「本学」という。）では、「旭川医科大学における研究

活動の不正行為及び公的研究費の不正使用に関する取扱規程」の適正な運用

を図るために，不正を発生させる要因を把握し、具体的な不正防止に対応すること

を目的として，研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基

準）（平成２６年２月１８日改正文部科学大臣決定）及び研究活動における不正行

為への対応等に関するガイドライン（平成２６年８月２６日文部科学大臣決定）を

踏まえ、次のように本学の研究活動における不正行為防止計画を策定する。 

 

Ⅰ．不正を事前に防止するための取組 

 教職員の不正に対する意識の浸透を図るため、コンプライアンス教育を徹底す

る。 

 

Ⅱ．組織内の責任体制の明確化 

本学における研究活動の不正行為防止の適正な運営・管理体制を構築するため

に学内の責任体制を整備し、防止を図ることを目的とする。 

また、本学教職員による不正行為を把握しやすい環境を構築することで、さらな

る不正行為の防止につなげる。 

○ 最高管理責任者：学長 

本学全体を統括し、競争的資金等の運営・管理について最終責任を負う者。 

○ 統括管理責任者：副学長（研究担当） 

最高管理責任者を補佐し、研究不正防止のための研究者倫理教育、コンプラ

イアンス教育の実施、競争的資金等の運営・管理について大学全体を統括す

る責任と権限をもつ者。 

○コンプライアンス推進責任者：講座等の長 

各所属における研究不正防止及び公的研究費の運営及び管理について統括す

る実質的な責任と権限を有する者。 

○ 研究活動の不正行為防止対策委員会［委員長＝副学長（研究担当）］

は以下の事項を任務とする 

(1) 公正な研究活動のための教育及び啓発に関すること。 

(2) 研究上の不正行為防止計画の推進に関すること。  

(3) その他研究上の不正行為防止対策に関すること。 



 

Ⅲ．不正行為を発生させない環境の醸成 

本学及び本学の研究者には、社会的責務として適正な研究活動並びに研究遂行

における競争的資金等の適正な執行が求められており、その責務に応えるため、不

正行為を発生させない環境を醸成するとともに、「研究活動の不正行為防止実施計

画」を毎年度策定する。 

 

Ⅳ．ルールの明確化と周知徹底 

本学における研究活動における不正行為及び競争的資金等執行ルールの明確化

を図り、「研究活動に関するハンドブック」を作成し、教職員に対して明瞭な形態

で周知する。また、教職員一人一人の不正行為防止及び適正な競争的資金等執行に

関する意識づけを行う。 

 

Ⅴ．競争的資金等の予算執行管理適正化 

競争的資金等に係る交付前執行、繰越、不要額返還等の制度について、研究者へ

周知徹底するとともに、競争的資金等の効果的かつ、効率的な執行を目指す。 

 

Ⅵ．納品検収体制における実効性の維持 

本学において整備した「検収センター」を中心とする、納品検収体制（別添「検

収センター」による検収手順フロー図参照）について、その実効性を確保するよう

不断の検証を行う。 

 

Ⅶ．謝金支出の運用適正化 

謝金支出の各講座等における運用の適正化を図るとともに、従事実態を適切に

把握することにより、従事事実の改ざん等による不正な経費支出に対する牽制体

制を構築する。 

 

Ⅷ．旅費制度運用の適正化 

研究者の旅費制度に対する理解を徹底することにより、旅費制度の遵守と適切

な運用を推進する。併せて、旅費制度の運用にあたっての統一性を確保するととも

に、旅行実態の確認を徹底する。 

 

Ⅸ．全学的モニタリング体制の整備 

不正を誘発する要因を除去し、監事及び監査室と連携しながら、不正発生に係る

抑止機能のある環境・体制の構築を目指し、大学全体の視点から実効性のあるモニ

タリング体制を整備する。 


